
2024 年 9 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

・調理実習・買い物体験学習（所内・地域の店舗）
・学習会（食事・交通安全教室・災害時の対応）

・農業体験（野菜作り・収穫体験）
・季節行事（夏まつり・ハロウィン・クリスマス会等）

・誕生日会
・地域の作品展への出展、見学

法人（事業所）理念
利用者の人権擁護と虐待防止意識を基本とし、障がい児・者とその家族が、地域で安心して尊厳をもった生活が営まれるように、暮らしの中で生まれる多様なニーズに対して多機能な事
業ときめ細やかなサービスを提供し、生涯にわたり一貫性のある支援を提供します。

・時間や数、色などの理解：一日の流れ、一週間の予定などを掲示し、時間の流れを認識しやすくします。活動のなかで、数や色などを意識できるような声がけを行ないます。
・認知力の向上：障害特性に応じて、写真カードや絵カード・文字や色などを活用し、情報を自分で得て行動に繋げることができるよう支援します。
・こだわりや偏食等への支援：障害特性により生じるこだわりや偏食により、行動の幅を狭めてしまうことがないよう様々なアプローチを行なっていきます。

・言語の表出：はじまりの会での進行係や、各種行事で発表の機会を設けることで、話す力・聞く力を身につけることができるよう支援します。
・コミュニケーション手段の選択：一人一人に合ったコミュニケーションツールを探り、活用していきます。（絵・文字・ジャスチャー等）
・コミュニケーションスキルの向上：状況に適した言葉の選択（挨拶等）について、具体例を示しながら伝えていきます。

・他者との関係性づくり：活動や日常生活のなかで友達と一緒に取り組む機会を設け、周囲の人との関係性づくりの支援を行ないます。
・行動の調整：障害特性や一人一人の特徴を理解した声がけや支援を行ない、お子さん自身も自分の気持ちや感情・行動を調整し生活できるよう支援します。
・集団生活への参加：役割分担のある活動を取り入れ、集団の一員としての責任感や協調性などを意識し行動できるよう支援します。

支援方針 個別活動や集団活動を通して、生活基本動作や社会性・マナーの習得を目指した支援を行ないます。また、保護者のニーズを考慮した、レスパイト支援に取り組みます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

地域支援・地域連携
・地域資源の活用：図書館等の地域の公共施設を積極的に活用します。
・支援者間の連携：地域の学校や福祉サービス間で連携を取り、包括的な支援
体制を整えていきます。

職員の質の向上

事業所名 ハーモニーさんぼんぎ 作成日支援プログラム

家族支援
・送迎支援：ご家族の要望を受け、自宅等への送迎を実施します。
・延長支援：ご家族の要望を受け、延長支援を実施します。
・定期的な面談の実施：ご家族との情報交換や、相談の機会を持ちます。

移行支援

・進学や就労時のサポート：進路先への情報提供、環境の変化に対する本
人の戸惑い等へのサポートを行ないます。
・生活スキルの向上：生活の変化に伴い発生する必要なスキルの習得を支
援していきます。

・支援会議等を実施し、課題の共有に努めます。
・研修へ参加し、知識やスキルの向上に努めます。

支 援 内 容

・健康状態の把握：日々の検温や利用中の体調・行動の観察を行ない、早期発見や予防に努めます。歯みがきや食事バランスなど、健康な体作りに必要な学びの機会を設定します。
・生活リズムの構築：あつまり→運動→活動…等、利用中の流れをおおまかに固定し、ホワイトボードに予定を明記しておくなど、生活リズムを作りやすいよう支援します。
・生活スキルの獲得：身だしなみや食事・排泄等の基本的生活習慣から、買い物学習や調理体験など、一人一人に合わせた生活スキル獲得のための支援を行ないます。

・体操やダンス活動：音楽に合わせて体を動かします。日課に取り入れることで、運動を習慣化していきます。
・感覚や機能の向上を意識した活動：色々な感触を体験する機会を作ります。つかむ・見る・支える等の様々な動作を、活動や遊びのなかに取り入れていきます。
・感覚に特性があるお子さんへの配慮：活動内容に応じて別室で過ごせるよう配慮します。道具を使用することで、苦手な活動にも皆と一緒に参加できる方法を探していきます。
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